
都市中小河川の水質日変動と生活パターンとの関連性について

属川幸郎 高出 罪 瓜生

石郷岡習 斎藤

1 はじめに

本惧における河川水質の状況は、全般的には良化の傾向にあるものの、都市周辺部の中小河川に

ついては高い汚濁水化にあり、環境基準を達成していない水域もある。

都由中小河川では、）』］辺地域の下水道か整備されるにつれて汚濁物質は紅々減少する傾向にある

ものの、西蜀加の大部分を占める生活排水の影孵により、高い汚濁水準にあると考えられる。また、

水質は生活排水の影貯を受けているため、短時罰の開lに著しく変動すろという
2 j 

もある。

こうしたことから、都市中小河川の水質日変動と ターンとの つい

2、対象河川の概要

対象とした河川は、約30万人の人口を持つ且1都田の秋田市市街地の北部を流域としている草生（車

川と虹南部にある約 5万人の人1」を持つ小都市の大川巾市街地を流域としている丸了Illとした。

紐牛沖川は、秋田市北東部の農菜用水路にその諒を発し、JC1灯用池を通り市街地の北部から中心部

を貫流し、旧雄物川べ注ぐ延長8l,mの小河川てある。

流域血柏は約19k叫流域人口は約 65.000入、また、（見た＜業、カソリンスタント等の7―場・巾業

所は約40ケ所で、その大部分が中流から下流部に集巾している。

丸子川は、堤羽山脈の裾野にその源を発し水田地鬱を只流し、大曲巾街地において雄初）1|と合流

する延長19kmの中河川である。

流域面柏は 204履で、その大部分か山地およひ農且］地てある。流域入IIは的 21.1)I]0人、また、旅

館業、ガソリンスタント等の上場・事業所は約60ケ所で、その大部分は―卜虎部に集中している C)

両河川には公共用水域水質測定の測定点かあり、月 1同の水質i則定が行芦われている。

閃— 1 に小す両河川の下流部における BOD の笠年変化をみると、草生津川は昭村153年度に BO

Dが急激に高くなり、昭tll58什度は10mg／（の平均伯を示している，2 丸子）IIは、昭和46年度から昭

tU58鉗度まで 1~2  mg/ fて惟移している。

このように、草仕律Iiiと丸丁川は流域に市伍地をもっていろか、下流部における水賃はか八~り冗

なっている。
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3、調査の内容

採水地点を、図ー 2に示す。

草生津川の上流部は2本に分流されているが、その内の本流をSt、1とした。上流部では水路が多

数流入しているが、ほとんど全て農業排水路からなっている。合侃後、 下水路か数本流入した地点

を中流部St、2、JI!の末端を下流部St、3として詞査した。

丸子川は、延長19kmの中河川であるが、上流部は負荷源かほとんどなく、水質か一定しているた

め、末端から約 5kJnの地点をSt、 1とし、河JIIが数本流人後を中涜部St、 2、末端を下流部St3と

して調査した。 St、 3のすぐ近くには生活排水が多量に流入する下水路があり、水質の変動が激し

くなっている。

採水月日、時間を表ー1に、調査項目および試験方法を表ー 2に示す。

表ー］ 採水月日および時間

区 分 年月 日 地 点 時 間 回数

草 渇水期
昭和59年l1/] 上流および

10時、 日時、 l9時、 2祉廿サ、 5時 5 ［可
生 6 ~ 7日 中侃

津
昭和60年5月

JII 既水期
27~2811 

下 流 10時から翌日Q)9時まて 1時間閏隔 24回

丸 渇水 1訂昭和59年11月 詞および 1 10時、］4時、 1り11-1f、 22閂、 511:/J 5 [1了l

子
, ! 13~ ] 4日

＇ 

JI I 問水期
昭和60年5月

下
流 I 10時、 12時、 14時、 16時、 18時、 19時、 20時、 21時

151°11 9 ~10[1 22時、 凶時、 'i II寺、 611;}、7時、 8時、 9時

表--2 分析項日と分析万法

分 析 項 目 分 析 り 法
~---

導電率 J I S KO IO 2-198 I I 3 
,―  

PH  J I S KOl Ci ~-19 け l 1 2 1 
- ----

DO J I S KO IO 2-1 98 I 3 2.1 
------ - -- ---“ 

B O D5 J l S KO IO 2~198 1 2 1 

CODMn J I S KO 102-198 1 I 7 
I -----―  

ss I翡J羞庁古不 (S4612)59日よ 6

NH4-N、N02 -N 
N03-N、T-N 日本テクニコンずートアナライザーli型
P 04 -P、T-P

クロロフィルーa 悔洋観測指針 9 6 
I ---- - -- - ＇~・ ------ ~ ~ 

Ca J I S KO 102~1981 5 0.2 

Mg J I S K01U2-198l 5 I 2 
, - - -- - -- -

Na、K 原子吸光法
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C 1-

MBAS 

ヘキサ召抽出物質

上水試験法 3 5 

J I S K O 1 0 2 --1 9 8 I 3 0.1 

環境庁告ホ (S46 I 2) 59付表 9

動植物油脂類 ヘキサン抽出物質を四塩化炭索で溶解後フロリジルカラムて分隈し、口木分光

ス分析広）

/ C）でi戸過後、 1~記分析法て

TOC 

仙考：ヘキサン抽出物賓の検水は、川の中央部て 5tの広11ガラスヒンに表冗水を採取した。

採水は、これまでの月降水鼠、

月を喘水期、 11月を渇水期とした。

よ 時間、 水の利用状況から、 5

4、両河川の水賀特性

表 3に各水質項目の分析結果を示す。

上流では、阜生叩IIBODl.4~2.7mg If!、平均 1.9mg/じ丸子）110.9~2.8 mg/.e、平均1.5mg/€、

また両河川とも渇水期、盟水期をとわすヘキサン抽出拗質0.5mg/、e以下、 MB八S0.05 mg/、e以
下を不しており泊浄な水質をたもってしヽる。

中流では、ザ庄用）IIBOD 3. 5~12mg /f、平均7.4甕／e、ヘキサン柏出物笠平均 0.6閲／f、 MB
AS平均 0.43喝／fと（叩蜀か進行してきている。丸f)11ては、 BOD平均 1.2叩／f、ヘキサン抽出

物質 05mg;.e以下、 MBA S I) 05 lll9/f以下て、 卜流と同仕に占浄信水利をたもってしヽる。

ト流では、草生津川 BOD3.9~20叩i.e、平均9[)7119i.e、ヘキサンl胄出物闘平均 5.3叩／e、MB八s
平均 0.54町／‘eとさらに1万濁か進行してきてし＼る c 丸子）1|ては、 80 D 0.6~13叩／e、平均 5.l mg 
If!、ヘキサン1111出拗質最大他1.2叩／e、MBAS 0.18叩／fとややIり閲か直行してきている。
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表ー3 水質の分析結果

(1) 上流 (st1) 

8
0
 

＼項＼目＼～～～～＼区＼ 分

草 生 津 JII 丸 子 JII 

渇 水 期 豊 水 朋 渇 水 期 豊 水 期

M八X ! AVE MAX 1 I AV一E-

~ ~ ~ 

MIN M八x AVE MIN MIN MIN MAX AVE 

導電率 (gs/ cm) 110 1 3[I 120 llO 130 120 130 150 140 120 150 130 

PH  6.6 6 8 ! l 6.7 6.3 6 6 6 4 7.1 7身3 7.2 6.9 70 7.0 

DO  （嗜／（） 9.4 12 10 7.1 10 8.8 11 13 12 9.3 11 10 

BOD II 1.4 2.7 2.0 1.4 2.3 1.8 1.1 2.8 1.9 0.9 1.5 1.1 

COD /I 3.5 4.8 4.0 4.7 6.7 5.8 1.0 1.7 1.4 1.9 2.7 2.2 

ss II 6 13 10 4 15 ， 1 3 2 ， 21 14 

NH4-N " 0.05 0.10 0.08 0.87 1.41 1.08 0.02 0.09 0.05 0 30 0.38 0.35 
ー一へ

NO社 N(){-N 99 0.33 ()'し］9 0.36 0.17 〇訃8 () 22 0.42 (] 55 (J 47 0 62 0 79 0.69 ， 
T-N 99 0.62 I l 

n g T 0.70 1.22 I 6(i I 41 0.49 0 81 9. 0 6() 1 03 1.82 l.48 
--

po4-P 99 0.02 () [I 0.02 <0.01 りり2! 0 02 0 01 0 02 ()Jll 0.01 0.() :} 0 02 

0 03 T-P ,, 0.04 () () 0 05 く0.01 （） （）げ 1102 0.01 0 02 0 01 0 03 0.()げ

ch 1-a (μ,g/f,) 1.3 3.0 2.0 5.7 6.6 6.1 0.6 1.2 1.0 07 2.0 1.5 

Hex （叩／£） く0.5 く0.5 く05 く0.5 0.6 く0.5 く0.5 <0.5 <o.5 く0.5 <o.5 く0.5

油 分 II く0.5 く0.5 <0.5 <0.5 く0.5 <0.5 <o.5 く0.5 く0.5 <o.5 <o.5 <o.5 

動植物油脂類 II <o.5 く0.5 <o.5 く0.5 <o.5 く0.5 く0.5 く0.5 く0.5 <D.5 く0.5 く0.5

鉱物油 ,'9 <0.5 ! ＼ご05 ベ05 く0.5 こ(Jり ご/• [) 5 く0.5 <、9 05 <() 5 <o.5 く05 ぺ:o5 

く06..025 ．I I :1ロo()ら．1 ¥ 09..00 5 ------

MBAS 99 く0.05 ＜［） （応 く005 く0.05 く005 く（l（)5 <0.05 <l)()5 ィご0OS 
一一

Ca " 5.3 5.o I ; 56 8.7 10 95 6.3 9.1 80 

Mg " 2.2 3.1 1 7 どoI 18 2.7 3] ! ビ9 2.3 2 6 2.5 

Na ！／ 8.7 ]() i 9.6 9.5 lげ l [I 8.5 ，予l : 87 9.4 11 98 

K II 1.4 2.3 1.9 2.2 2.5 2.3 0.5 0.9 0.7 1.4 1.9 1.6 

Cl― ’’ 13 17 15 13 15 14 14 15 15 15 17 16 

E.coli (MP N/100叫） 7.Sx102 3.3Xl03 2.Q X 103 1.7 X 102 7.9 X 102 4.5 X 102 7.9 X 102 1,1 X 104 4.0 X 103 3.5 X 102 7.0 X 103 2.8X 103 



(2) 中 流（st2) 

8
]
|
'
’
 

二
草 生 津 JI I 丸 子 JI I 

渇 水 期 豊 水 期 渇 水 期 豊 水 期

MIN MAX AVE MIN MAX AVE MIN 
M15A0 X I I A14V0 E 

MIN MAX AVE 
， •~ 

I 

！ 導電率 （＇は， s/m) 250 340 280 160 2 ](] 180 140 130 160 140 
•~ -•- --~ 

69 ' I I PH 6.7 6.8 6.5 6 7 6.6 7.1 7.2 7 I 6.4 6.8 
、-•

DO （叩!fl 5.6 8.6 6.9 5.2 70 6. [) 11 12 11 9.5 11 10 

BOD 9/ 5.9 : 12 8.7 3.5 8./ 1 6、() 0.8 IS I 4 0.8 1, 3 1.0 
' 

COD 99 8.0 10 9.0 7.4 9.3 8.0 1.0 1.6 1.3 2.0 3.4 2.7 

ss ‘’ 6 17 13 8 13 10 1 5 3 11 28 20 

NH4-N ” 0.68 0.82 0.54 1.30 1.80 1.56 <0.01 0.06 0.04 0.36 0.59 0.48 

NOげ NO3-N II 0.64 0.99 0.79 0.29 0.55 0.46 0.33 0.43 0.39 0.74 1.03 0.86 

T-N 99 1.87 2 63 2.25 1.85 2 81 2 30 0.41 0 58 O.fi2 1.41 2. 0 6 1 ， 1.62 
.. ---~ ーマ

p o4-P 99 0.06 0 ()7 0.06 く0.01

り訓3 1 111~ ~ 1 ＇ i ~ ~ 0 63 0.01 0 [] ] 0 OJ 0.01 0 ()4 0()2 

T-P 99 0.21 0 :26 0.23 0.04 

6 011 ..ー.:~ ~ 1•01 1 . 5 5 1 4 

0.01 0 03 0.02 0.01 O.l14 0 02 

chl-a (/J.g /fl 1.4 l 3 4 -. ， 2.2 3.0 0.5 l.2 0.8 0.6 26 1.5 

こll.5 i ,-<-0.-5 Hex 信g/ e) <o.5: l.:→; 0.8 く0.5 く0.5 <0.5 <o.5 <o.5 

油 分 ／／ く0.5 1.1 0.8 <o.5 <0.5 く0.5 <o.5 く0.5 く0.5 <0.5 <o.5 <o.5 

動植物油脂類 ’’ く0.5 1.0 0.8 く0.5 く0.5 く0.5 く0.5 く0.5 く0.5 く0.5 <o.5 く0.5

鉱物油 /9 <0.5 く0.5 <0.5 く0.5 く0.5 く0.5 <0.5 <0.5 <0.5 く0.5 <D.5・ <0.5 

MBAS II 0.39 0.66 0.50 0.08 0.61 0.36 <0.05 く0.05 く0.05 <0.05 <0.05 く0.05

8 6 : Ca 9/ 10 13 12 7.1 79 9.0 
95 ロi 9. 3 7.2 8 :) 7.8 ， 

Mg 99 3.8 4 7 4.2 2.5 ---立2-8 I - 127 .7 2.8 2.9 2.3 2 (i 2.4 

Na 99 18 園6 24 14 8.2 8.6 8.1 92 8.8 

K 99 3.5 5 1, 4.4 2.7 3 4 3 1 0.2 ] 1.  i 0.6 1.6 1 8 1 7 

Cl― II 29 58 40 18 22 23 14 15 | 15 12 16 14 

E.coli (MPN/100咸） 1.3 X 1Q4 3.3 X 104 2.3 X 104 4.9 X 103 5.4 X 104 2.9 X 104 7.9 X 102 4.9 X 103 1.9 X 103 1.8 X 103 5.4X 104 1.3 X 1Q4 



(3) 下 流 (st3) 

—
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区
草 生 津 JI I 丸 子 JI I 

分
渇 水 期 豊 水 期 渇 水 期 豊 水 期

項 目 MIN MAX I l AVE MIN MAX AVE MIN MAX AVE MIN MAX AVE 
』．--ー----- --•し

導電率 (μ.s/cm) 200 350 汲lO 160 
ー・ ど40 ！ i ]9() 6. 

140 280 ]90 170 270 200 

PH 6.6 69 6.7 6.5 6 8 6 7.0 7.6 7 1 6.2 7.3 7.D 

6 4 →、lI ---5--.2 

・・-- ・--------・・

DO （叩I(e) 4.9 7 5 6.0 4.2 8.2 11 10 6.3 10 
' 
8、6

BOD ,, 6.5 加 11 3.9 ]Ii 7.9 0.6 l 3 5.6 1.1 5.8 4.5 

COD ” 7.6 12 9.4 7.1 11 8.7 1.4 11 4.3 3.2 7.9 5.1 

ss II 10 21 15 3 14 ， 4 27 10 10 34 22 

NH4-N ‘’ 0.60 2.49 1.00 1.50 2.36 1.85 く0.01 0.53 0.18 0.20 0.87 0.63 

NOげ N03-N II 0.52 3.92 0.84 0.25 0.60 0.42 0.29 1.38 0.59 1.04 1.44 1.18 

:3 29-1 
-—•—• 

T-N 99 1.89 □L 2.67 1.92 2.51 0.58 2.66 1.14 1.79 2.58 2.25 
- ------

P04-P 99 0.05 0.0 7 く0.01 011 0 06 0.0 1 0.2f) 0.08 0.04 0. 18 (l.09 

T-P 99 0.16 0.27 0.04 0 33 0 14 0.02 —~ (] •~ 4 1l , I 0 1 5 0.05 o 39 I 0.13 

chl -a (9 [L g i [)  0.7, 3げ 1.6 2.7 82 38 0.8 1 3 l. () 0.9 2.8 1 6 
~. 

一一

Hex （哨／£） く0.5 55 6.7 く0.5 19.9 3.9 く0.5 1.2 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 

油 分 ” く0.5 47 5.9 <o.5 17.0 3.2 く0.5 く0.5 く0.5 <o.5 <0.5 く0.5

動植物油脂類 II <o.5 17 4.1 く0.5 16.3 2.9 <o.5 <o.5 く0.5 く0.5 <o.5 く0.5

鉱物油 99 く0.5 31 1.7 <o.5 2.1 く0.5 く0.5 く0.5 <o.5 く0.5 <0.5 <o.5 

MBAS ” 0.25 0 92 0.62 0.15 0 85 0 46 <0.05 0 65 0.17 く0.05 048 018 

， 

-

1 :8 1 6: Ca 99 12 15 14 7.4 9 IJ 8.2 9.8 8.2 11 9.0 

Mg ,, 3.9 ，r ）Cこ) l ・； 4.4 2.6 29 2.7 3.0 2.5 3.1 l i ！ 2.8 
， 

i ， -l -8 -

-- - -
Na ,, 15 32 99: 3 17 g 3 8.1 11 34 19 

-----

K 99 4.0 (i 5 4.7 2.8 0 5 :o 2 0.4 1.8 3 4 2.5 

Cl― II 26 54 37 18 32 23 15 35 21 16 28 21 

E.coli (MPN/100咸） 2.4 X 103 5.4 X 105 7.6X104 2.0 X 103 2.8 X 105 7.1 X 104 1.7 X 103 1.6 X 105 3.4 X 104 6.2 X 102 9.2 X 104 1.5 x 103 
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83 -



図ー3に各地点における水質平駒値のダイヤグラムを示す。

(a)、(d)、(e)が同じ傾向で農業排水旋入型、 (bk(f)力ゞ同じ傾向で生活非水流入型 5)を示している。(c)は

(b)、(f)と同様な傾向を示しているが、ヘキサン抽出物質が突出しており待異な形態を示している。

しかし、草生津川渇水期で55叩／t、20哨／t、農水期で20噂／ £、 14町／ tと高い値を示しており、

それらを除くと 3.8叩／ t、 2.7叩／£となりほぼ同様な形見認を示している。

表ー4に両河川下流における水質目間の相関係数を示す。

両河川共に、渇水期と豊水期で大きく変動している項目もあるが、 BOD~COD~MBAS、

T-N~T-Pに高い相関かあった。

表ー4 水質項目間の相関係数

ミ BOD COD ss T-N T-P IIex MBAS 

BOD ＼ 0.19 I 0.03 I -0 07 0 23 -0.1 l 0.61 
r!一i : 

COD 0.76 ＼ -0.16 0.15 0.45 -0.17 0.53 
生

＼ ＼ ← ss 0.45 0.46 -(]. 2 9 -015 0.61 0.33 
津

T-N 0.55 0.35 -0 10 ＼ニ 0 85 -0.11 0.10 
JI I こニロT-P 0.36 0.23 -0.26 0.85 -0.06 0.43 

～～ ＼ ＼ Hex 0.27 0.19 0 24 0 21 0 14 0.22 
(n =24) 

＼ MBAS 0.63 0.41 0 15 0 85 0 78 0.18 
--

＼ BOD 0.88 0.38 0.72 0.73 0.35 0.74 
丸

＼ COD 0.79 0 65 IJ 74 0 79 0.32 0.65 

ss -0.17 0.15 ＼ 0 50 0 76 0.05 0.27 
子

'― 

＇マ

T-N 0.10 -0.09 -0.35 ＼ 0.90 0.57 0.71 

T-P 0.17 0.17 -() 31 0 61 ＼ ＼ 0.44 0.68 
JI I 

¥、Hex 0.16 0.02 0.32 0.07 -0. 1 5 0.39 
(n二 15)

o.o3 I~ し・

MBAS 0.83 0.93 0.24 0.02 ＼ ＼ 

都市河川ではT-P~MBA Sに応湘閲があり、リンはエとして洗斉1に由米するという汲告応

もあるが、我々の調査では草生津川 0.43、0.78、丸子川 0:68、0.24の相関係数であった。やや

高い相関が認められる場台もあるが、 リン＝洗剤という関係か弱くなり無リン洗剤の当及により（凡

剤からのリンの負荷が減少しつつあると思われる。

5、水質の日変動

上流では、両河川共渇水期、豊水期をとわずSSと大腸菌群数にわずかな日変動かみられるが、

他の項日はあまり変動か汀かった。

中流では、草生‘i叩llは氾水肌、豊水期共ほとんどの項日において恋動が激しくなっているが、丸
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子川は上流と同レベルにある。

下流では、両河川ともほとんどの水質項目が激しく変動している。下流において日変動を把握す

るため、特異的な値を除いた変動係数の値が10冤以上か以下：こよって区分し表ー5に示した。

表ー5 下流における各項目の日変動状況

十百 生 油~ /II I 丸 了 I l l 

変 動 の あ る 項 じl
~一 ●十一m ―̂’ ー

DO、BOD、SS、NH4-N、T-P、MBAS、Na、Cl-:、E-coll 

変動のない項目 変動のある項目 | 変動のない項目 | 変動のある項目

COD、T-N、P0/4-P chi-a、Hex
! 
油分、動植物1由脂類 ！ -I--C--O-D、T-N、PO1-P

変動のばい項目
＇―-マ a..→ 

導電率、 PH、 (N02+N03)-N、鉱物油、 Ca、Mg、 K

両河川共に変動のある項目は、 BOD、SS、MBAS等9項目、変動のだい項目は、 PH、灌電

鉱物油苫7項日であった。草生津川では、動植物油胆類の変動が激しかったが、丸子川で1よ油

分がほとんど検出されないため変動がみとめられなかった。

図ー4に両河川下流のT-N, NH4-N、T-P、P04-Pの日変動と、草生津川豊水期の溶

解性T-N、T pを示した。

革生津川では、 T-N、NH4 Nの変動はあまり認められtょかったが、T ＼（こ対する NH4-Nの

比率は渇水期で38%、豊水期で75％と大きく異っていた。

T N T N 
N凡 N

N H4 N 
(mg £) □T-N (mg/ e) □T -N 7.6 

I 

～ ］ 4 f 冒NH, N 4 | 
• NH4-N ～ 
•一·宕昭i生丁 N 

I 7「-I 「―l
3 

IO 12 14 16 18 20 22 24 2 4 6 8 [ T imc¥ IO 12 14 16 18 20 22 24 2 4 6 8 [ Titre ] 

図ー 4(a) 草生津川下流 渇水期 図ー4(b) 草生津川下流豊水期

T -N、NH4-N rl̀ -N、NH4-N 
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T p T P 

po,, p □T-P p O 4 p □T-P (mg/ £) (mi/ 2＇ ) 

o.4 l fl] PO, P 0 4 f 冒po,-p 

| 「―1 ←→溶解性T-P

0, 3 l '| 1 0, 3 

0.2 

0.1 

IO 12 14 16 18 20 22 24 2 4 6 8 [ T i me ] 

図ー 4(c) 草生津JI!卜流 i姑水期

T-P、p04・ p 

0. 2 

0. I 

IO 12 14 16 18 20 22 24 2 4 6 [TI me] 

図ー 4(d) 草生津j11下流四水期

T-P、PO4 -P 

T-N 丁― N
NH,,-N NH  I N 
(mg/£) □T-N (me,/£) □T-N 
4 f • NHt-N 4. • NHi-N 

3
 

一

-'ー＇

_
L
 
2
 

一

IO 12 14 16 18 20 22 24 2 4 6 8 [ T i me] 

図ー 4(e) 丸子川下流 渇水期

T-N、NH4-N 

IO 12 14 16 18 20 22 24 2 4 6 8 l Ti rne] 

図ー4(f) 丸子川下流 豊水期

T-N、 NH4-N
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T-p に二ニ T-Pp o4 -P 
（四／£） 諺璽萎pO, p 

0.4 f I I 

0.3 f 」|

0.2 

0.1 

I O 12 14 I 6 18 20 22 24 2 4 6 8 [ T i m e ] 

図ー4(g)丸子川下流渇水期

T-P、P04-P 

T-p 
p o4-P 

仁 T-P
（呵／ ！） 

＇ 
嗣 pO; -p 

II 

0.41 

0.3 I 

0.2 

0.1 

IO 12 14 I 6 18 20 22 24 2 4 6 8 [ T i m e ] 

図ー 4(h) 丸子川下流 豊水期

T -P、PO 4 -P 

また、T-N中溶解性成分が92％と大部分を占めていた。T-Pは渇水期では変動はあまり認められ

なかったが、豊水期では夜に対して日中が3~4倍の値を示した。 T-Pに対する P04-POJl:t率

は、渇水期25冤、悶水期48影を示した。また、 T-P中溶鱈1庄成分が779'ると大］＇を占めていた。

丸子川では、 T-N、NH4 州ま渇水期て大きな変動を示したが、豊水期ではあまり傘動か；；烈め

られなかった。 T-Nに対するNH4-Nの比率は渇水期で14彩、農水期で28%と小さく N03-Nが

渇水期で519'る、悶水期で47冤と約半分を示した,T-P、P□Pは、紀））＜期、豊水期」しに入きな
変動を示した。 T-Pに対すろ P04-Pの比率は、渇水期14兌、豊水期80名と大きく異汀っていt:o

図ー5に草生津川下流の豊水期における COD、溶解性COD、TOC、溶解性TOCの日変動

を示す。

CODは20時、 TOCは12叶応高い値を示しているが、 COD、TOC共に日中から夜にかけて

高く、夜中から叫にかけてやや誡少する傾向かみられた。ふ舟釘生成分は、 COD77%、TOC81% 

と大半を占めていた。

人間生活によって影響の受けやすいと考えられる水質項日の BOD、MBAS、ヘキサン1llll1：功質

および動植物訓指類、鉱物袖の下流における日変動を図ー6に示す。
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丸子川における BODの日変動
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BODは、草生津川では渇水期深夜1時豊水期12時と20~22時に、丸子川では渇水期 9~10時に

ピークがあった。

MBASは、草生津川では渇水期12~14時と深夜、豊水期14時をピークとして午後に、丸子川では

渇水期9~10時と19~21時豊水期10時と19~21時にそれぞれピークがみられた。

ヘキサン抽出物質は、草生津川では渇水期、農水期共12時にピークがみられたが、丸子川では

油分はあまり検出されず採水時間による変化は認められなかった。

草生津川の動植物油脂類の日変動は、渇水期では11~12時に鋭いピーク、 19~22時になだらかな

ピークが、また、盟水期では12時に鋭いピーク、 19時、 23時および9時にそれぞれピークがみられ

た。

草生津川の鉱物油の日変動は、渇水期で12時、豊水期で19時と突発的に出るもののほとんど変動

は認められなかった。

動植物油脂類は、ヘキサン抽出物質とほぼ同様の傾向を示した。

動植物油脂類と鉱物油の比率は、渇水期12時に 0.5の値を示す以外は動植物油脂類が大きく、渇

水期7.9、農水期 10.6の平均値を示し、鉱物油に対して動植物油脂類が油分中渇水期で85形、豊水

期で89%を占めている。

6、生活排水と下流における水質日変動の関連性

図ー7に、秋田市内の手形山団地における］五濯［水の日変動を示した。 7)
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図 8 生活排水と II卜流における対応性

団地排水の流足の変動パターンは、朝と位にピークかあり朝のピークか顧著であるか、 BODは

流量の日変動と同様に 8時と20時に、 MB八Sは1()時に、

時にそれぞれヒ°ークがみられた。

ヘキサン抽出物質は 8時と15時および20

生活排水と河川下流における水質の日変動の関連性を検討するため、下流の水質データを 1時間

ずつ移動させながら生活排水の水質データとの相関をとった。

図ー 8 に草］什津川、図—- 9に丸子川の〇峙閏から23晴閏までの相関係数を示した（＼

草生津川では、必水期はBOD6時間、 MBAS4~6時間また動植物泊脂類は 30午間、豊水期

はBOD2~4時間、 MBAS3~5時間また勁柏物訓j旨類は3時間、豊7)く期はBOD2~4時間、

NBAS3~5時間また勁植物油脂類は411庁間移動のときにそれぞれ高い相閏かあった。

MBASl時間と23時間、豊水期はBOD]時間丸子川では、渇水期はB0D1時間と20時間、

と11時間、 MBASO時間と 9時間移動のときにそれぞれ高い相関があった。

図ー10に草生津川渇水期における中流から下流における流速変動、図ー11に潮汐の影響を見るた

めに秋田港潮位日変動を 1了す。流速は、水を人れた 11)IJ叩（ポリビンを河11約 3.6hm L流から追跡

して測定した。

流速は中流から 0.3~ 04 m/Sで推移していろか、河110.75畑上流で0,2 in/s、0,4 hm上流で0.

15m/sと減少していろ。冽位差は約15頃と変動はあまり汀いが、河口付近ては流岨0,01m/sと滞留

している。

中流部採水地点よりやや下に下水路が流入しているが、流速から判断すると約2時間後に、St.10、

St. IIの付近にも下水路があり、 それぞれ40分後、 10分後に下流へ到達すると思われる。
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両河川の流速、下水路の距離、流速および団地排水との対応等から考慮すると、草生（車）IIでは渇

水期3~ 6時間、豊水期 2~ 5時間、丸子川では渇水期、欅水期とも 1時間遅れて生活排水か下流

に到達し、都市河川の水質日変動に影響をおよほすと考えられる。

7、まとめ

IIと丸子川を対象に、水質の日変動おむび生凸誹水との関辿性を検討し、次のような結果

が得られた。

(1) 草生津川上流、丸子JI ii中流～下流、丸了）ii

活排水流入型をホしており、 11は中流から、 ii らEI変動か激しく

行している。

(2) 両河川共に、 BOD~COD~MBASとT-N~T--Pに高い相閲があった。 T-P~M  

BASは無リン洗剤の普及によりやや相閃が低くかっ

(3) 下流において両河川共に変動の激しい項目は、 BOD、MBAS苓 9項目、変動の少くない

項目は、 PH、鉱物油等 7項目であった。

(4) 両河川共に、渇水期、豊水期でT-N、NH4-N、T-P、P04-Pの比率および変動か改

しかった。

欅水期における亨牛津川ド流のCOD、TOC、T--NおよびT Pの各成分は、溶解性か

大半を占めた。

(5) 叩牛律川下流における動植物油指煩対鉱物庄の伯は 9.2を示しており、油分中動植物｛由脂類

か大部分を占めた。

(6) 団地排水と両河川のBOD、MBASおよひI甘1分の移動用関を取り、箪几用川ては 2~ 6時

間、丸子川では 1時間遅れて生活排水か下流1こ全1j逹し、水質日変動に影響をおよほすことかわ

かった。
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